
Q　
病
院
の
経
営
状
況
患
者
動
向
を
踏
ま

え
、
一つ
の
市
に
二
つ
の
市
民
病
院
が
あ
る

こ
と
に
対
し
て
の
考
え
方
は
。

A　
市
長

　

両
病
院
と
も
運
営
状
況
は
お
お
む
ね
良

好
。
市
内
の
人
口
減
少
は
続
い
て
い
る

が
、
医
療
を
必
要
と
す
る
65
歳
以
上
の
年

齢
構
成
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら

医
療
機
関
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
10
年
～
15
年
ほ
ど
は
現
場
の
体
制
を

維
持
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
平
戸
市
に
二
つ
の
市
民
病
院
が

あ
る
意
味
は
、
各
地
域
の
救
急
医
療
を
担

い
「
保
健
」
「
医
療
」
「
福
祉
」
全
て
の

分
野
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
重
要

な
拠
点
施
設
で
、
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と

も
市
民
に
対
し
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
た

め
、
現
状
で
合
併
の
考
え
は
な
い
。

Q　
近
年
、
た
め
池
崩
壊
の
災
害
が
起
こ

っ
て
い
る
が
平
戸
市
の
状
況
は
。

A　
農
林
水
産
部
長

　

対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
箇
所
は
一
カ
所

で
、
修
復
を
行
う
よ
う
に
予
定
し
て
い

る
。
下
流
域
に
主
要
道
路
や
住
宅
が
あ
る

箇
所
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
地

域
と
の
リ
ス
ク
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
元
管
理
者
と
も
情
報
を
共
有
し

災
害
予
防
に
努
め
て
い
る
。

Q　
平
戸
市
内
の
商
業
施
設
に
対
し
て
接

客
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、何
か
対

策
は
と
っ
て
い
る
の
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

お
も
て
な
し
や
接
遇
向
上
の
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
改
善
し
た
店

舗
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
事
業
主
や
従
業

員
の
意
識
が
低
く
、
指
導
改
善
を
行
な
っ

て
も
長
続
き
し
な
い
状
況
。

Q　
世
界
遺
産
登
録
後
の
観
光
客
の
動
向

と
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
設
の
必
要
性
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

施
設
に
よ
っ
て
違
っ
て
は
い
る
が
微
増

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
の
答
申
、

利
便
性
と
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

も
含
め
、
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
も
建

設
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　
「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」の
別
の
名
称
を
一
般

公
募
し
て
は
ど
う
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

良
い
考
え
だ
と
思
う
の
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

●
市
立
病
院
に
つ
い
て

●
災
害
時
の
道
路
対
策
と
新
た
な
災
害
対
策
に
つ
い
て

●
産
業
振
興
に
つ
い
て

井元　宏三議員

Q　
平
戸
市
で
は
、
自
然
災
害
（
主
に
台

風
）
等
に
よ
り
被
害
が
出
て
い
る
。
原
発

事
故
や
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
よ
る
災
害
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
平
戸
の
地
域
に
応
じ

た
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A　
市
長

　

平
戸
市
で
は
地
域
防
災
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、
平
戸
市
の
土
地
条
件
、
社
会
条

件
等
を
踏
ま
え
災
害
予
防
計
画
や
災
害
応

急
対
策
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し
、
年
度

ご
と
に
経
験
を
踏
ま
え
た
充
実
を
図
っ
て

き
て
い
る
。
今
後
も
国
や
県
、
専
門
機

関
、
民
間
事
業
者
、
自
主
防
災
組
織
と
連

携
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
三
つ
の
柱

で
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　
７
月
初
旬
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
農

地
や
公
共
土
木
災
害
等
で
合
計
２
９
２
カ

所
の
被
害
が
あ
っ
た
と
の
報
告
で
あ
る
が
、

災
害
か
ら
の
避
難
や
警
戒
の
周
知
の
手
段

と
対
応
の
充
実
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　
総
務
部
長

　

防
災
無
線
は
市
内
に
２
１
５
カ
所
設
置

さ
れ
て
お
り
、
一
度
に
鳴
ら
す
と
共
鳴
す

る
た
め
、
５
分
単
位
で
ず
ら
し
て
放
送
す

る
の
で
、
全
域
に
達
す
る
の
に
約
80
分
か

か
る
。
ま
た
、
室
内
受
信
機
の
設
置
状
況

も
80
％
ほ
ど
で
あ
り
、
防
災
メ
ー
ル
が
一

番
効
率
的
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
の

登
録
数
は
２,
７
３
０
件
で
約
１
割
程
度
し

か
な
く
、
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
含
め
て
加

入
促
進
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Q　
離
島
を
抱
え
る
平
戸
市
で
は
原
発
事

故
発
生
時
、
病
院
や
福
祉
施
設
等
か
ら
の

避
難
行
動
は
大
変
困
難
で
あ
る
た
め
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
施
設
の
補
助
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
整
備
は
で
き

て
い
る
の
か
。

A　
総
務
部
長

　

大
島
と
度
島
で
学
校
施
設
の
整
備
は
し

た
も
の
の
、
医
師
会
等
か
ら
も
要
望
の
あ

る
病
院
や
福
祉
施
設
で
は
事
務
手
続
き
等

が
煩
雑
で
財
政
措
置
が
現
状
で
は
難
し

い
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
状
況
は
、
田

助
小
校
区
と
中
の
原
地
区
は
市
役
所
に
５

千
錠
、
田
平
地
区
は
県
北
保
健
所
に
１
万

５
千
錠
、
度
島
地
区
は
度
島
診
療
所
に
２

千
錠
、
大
島
地
区
は
大
島
診
療
所
に
３
千

錠
、
３
歳
児
未
満
の
乳
幼
児
の
た
め
の
ゼ

リ
ー
剤
も
含
め
て
、
住
民
に
満
遍
な
く
行

き
渡
る
よ
う
確
保
し
て
い
る
。

●
安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
の
防
災
対
策
の

　

現
状
を
問
う　

●
市
民
と
共
に
つ
く
る
公
立
病
院

　
　
　

Q　
命
に
か
か
わ
る
最
重
要
課
題
と
し
て
、

市
民
と
共
に
つ
く
る
公
立
病
院
を
目
指
し
、

少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
平
戸
市
民
病

院
・
生
月
病
院
の
役
割
は
。

A　
市
長

　

両
病
院
は
救
急
告
示
病
院
で
24
時
間
救

急
患
者
に
対
応
す
る
二
次
医
療
を
担
う
。

採
算
性
等
の
面
か
ら
民
間
医
療
機
関
に
よ

る
提
供
が
困
難
な
医
療
等
を
提
供
す
る
こ

と
が
公
立
病
院
の
役
割
で
あ
る
。

Q　
公
立
病
院
は
、
市
民
に
い
か
に
平
等

で
安
く
医
療
を
提
供
す
る
か
と
い
う
二
つ
の

命
題
を
実
現
す
る
た
め
の
役
割
を
持
ち
、

自
治
体
病
院
が
設
置
さ
れ
た
地
域
の
保
険

医
療
費
は
安
い
傾
向
に
あ
る
。

　

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
機
関
と
し
て
、

不
採
算
部
門
を
担
う
重
要
な
役
割
を
伝
え

る
啓
発
活
動
が
必
要
で
は
。

A　
病
院
局
長

　

不
採
算
地
区
で
あ
る
平
戸
市
民
病
院
・

生
月
病
院
は
、
国
の
財
政
措
置
で
安
定
的

な
経
営
が
継
続
で
き
て
い
る
。

　

生
月
病
院
を
存
続
さ
せ
る
会
、
中
部
地

区
内
か
ら
病
院
経
営
や
医
師
確
保
の
状
況

の
説
明
会
が
求
め
ら
れ
、
積
極
的
な
啓
発

活
動
に
努
め
て
い
る
。

Q　
医
師
の
高
齢
化
お
よ
び
医
師
不
足
は
。

A　
病
院
局
長

　

本
年
６
月
に
総
合
診
療
科
医
師
１
名

（
期
限
半
年
間
）
を
確
保
で
き
た
。

　

ま
た
、
長
崎
大
学
医
学
部
・
長
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
の
依
頼
や
医
師
派
遣
会
社
へ

の
募
集
を
行
な
っ
て
い
る
。
７
月
の
県
知

事
要
望
の
際
に
は
、
①
県
医
学
修
学
資
金

貸
与
条
例
の
勤
務
を
義
務
付
け
る
医
療
機

関
に
両
病
院
を
加
え
る
こ
と
。
②
へ
き
地

公
立
病
院
も
離
島
並
み
の
医
師
確
保
支
援

を
す
る
こ
と
。
③
来
年
度
、
医
師
派
遣
す

る
こ
と
を
要
望
し
た
。

Q　
患
者
（
家
族
等
）
を
中
心
に
据
え
た

チ
ー
ム
医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
。

A　
福
祉
部
長

　

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
誰
も

が
地
域
で
安
心
し
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
や
福
祉
、
介
護
の
予
防
体
制
を

整
備
し
、
住
ま
い
や
日
常
生
活
の
一
体
的

な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
築
く
。

　
　

従
来
、
平
戸
市
民
病
院
で
は
、
サ

ン
ケ
ア
を
設
置
し
、
先
進
的
に
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。
両
病
院
で
患
者
に
寄

り
添
っ
た
院
内
ポ
ス
ト
や
サ
ー
ビ
ス
向
上

委
員
会
の
活
動
な
ど
高
く
評
価
で
き
る
。

今
後
、
老
人
の
孤
独
死
が
な
く
、
安
心
し

て
平
戸
に
嫁
い
で
も
ら
う
大
切
な
条
件
だ
。

●
市
の
障
害
者
雇
用
率
は
１
．71
％
。
県
内
で
最
低
ク
ラ
ス

　

違
法
状
態
の
是
正
に
は
、
５
人
の
雇
用
が
必
要

●
税
金
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
よ
り
、
暮
ら
し
や
教
育
に

　
　
　

Q　
障
害
者
の
雇
用
水
増
し
が
、
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
中
央
省
庁
は
「
障

害
者
手
帳
」
の
確
認
な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
守
っ
て
い
な
か
っ
た
。
平
戸
市
で
は
違

反
は
な
い
か
。

A　
総
務
部
長

　

「
障
害
者
手
帳
」
を
確
認
し
て
い
る
。

Q　
市
の
障
害
者
雇
用
率
は
１
・
71
％
。

法
律
で
定
め
ら
れ
た
2.5
％
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
る
。
長
崎
県
内
の
自
治
体
の
中
で
、

最
低
ク
ラ
ス
だ
。
現
在
、
何
人
の
障
害
者

を
雇
用
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
違
法
状

態
を
是
正
す
る
に
は
、
何
人
の
雇
用
が
必

要
か
。

A　
総
務
部
長

　

障
害
者
は
８
人
在
籍
。
う
ち
３
人
が
重

度
障
害
者
。
重
度
障
害
者
は
２
倍
に
計
算

し
て
も
よ
い
の
で
、
11
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
2.5
％
を
達
成
す
る
に
は
、
５
人
の

雇
用
が
必
要
。

Q　
違
法
状
態
に
あ
る
現
状
を
ど
う
是

正
す
る
つ
も
り
か
。

A　
市
長

　

周
知
の
方
法
、
要
件
等
に
つ
い
て
再
度

検
討
し
て
い
く
。
身
体
障
害
者
の
み
な
ら

ず
、
知
的
障
害
者
お
よ
び
精
神
障
害
者
の

業
務
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討
し
て
い

く
。

Q　
世
界
遺
産
登
録
後
の
観
光
客
の
動

向
と
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
設
の
必
要
性
に
つ
い

て
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

施
設
に
よ
っ
て
違
っ
て
は
い
る
が
微
増

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
の
答
申
、

利
便
性
と
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

も
含
め
、
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
も
建

設
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　
２
億
５
千
万
円
の
税
金
を
使
う
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
建
て
替
え
が
、
本
格
的
に
始
ま
る
。

こ
の
９
月
市
議
会
に
、
４
千
万
円
超
の
補

正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
た
。
事
業
を
一
旦

止
め
て
、
市
民
説
明
会
な
ど
、
市
民
の
声

を
聞
く
機
会
を
設
け
る
べ
き
だ
。
そ
し
て
、

市
民
の
声
に
基
づ
い
て
、
計
画
を
抜
本
的

に
見
直
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
建
て
替
え

を
中
止
す
べ
き
だ
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

整
備
活
用
検
討
委
員
会
に
は
十
分
に
市

民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
議
員
と

も
に
十
分
意
見
交
換
を
し
て
き
た
。
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